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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
LeafonyをIoT向けに使うためのでもアプリケーション紹介をしたいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずLeafonyとは何か簡単にご説明いたします。
こちらの写真をご覧ください。

Leafonyは2cm角の基板を積み重ねた構造をしています。
この基板一枚一枚はマイコンやセンサ、バッテリーなど機能ごとに分けられた基板となっています。
これらの基板を組み替えることで、使いたいセンサや無線モジュールを選んで、
オリジナルのシステムと作ることが可能です。

Arduinoベースの開発環境と、非常に省電力に設計された基板によって
誰でも簡単にバッテリ駆動の電子機器を実現可能です。

そして、Leafonyはオープンソースとして公開されています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そんなLeafonyはとても小さく省電力なので、
例えば農作物の温湿度管理をしたり、
ドローンに乗せて飛ばしたり、
服に取り付けて健康状態をモニタリングしたり
様々なIoTアプリケーションに応用できます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、実際のIoTを実現するためにはどんなことが必要でしょうか。

簡単な例として、
ここではLeafonyとインターネットを繋ぐハブとして、スマートフォンを使うとします。
LeafonyはスマホとBluetoothで接続され、スマホはクラウドへデータを送信
ユーザはクラウドからデータを取り出し閲覧することが可能なシステムです。

この基本的な構成を作るだけでもかなり手間がかかります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
より具体的に見ていくと、

すべてをイチからやろうとするとお金も時間もかかり、POCで何かやろうとしてもなかなか手が出せませんでした。

そこで、私達は、このシステム全体をオープンソースで実現し、
サンプルを公開することで、より多くの方々にLeafonyを使っていただけるのではないかと考えました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
サンプルを公開するにあたって、
いきなり全部を理解するのは難しいので、
サンプルデザインを次のように分けました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では実際にサンプルがどんなふうに動くのかこちらをご覧ください。
用意するのはLeafonyとスマートフォンです。
スマホでブラウザアプリを起動してサンプルのページにアクセスします。
Leafonyのコントロール画面でConnectボタンを押してBluetoothで接続すると、受信したデータが表示されます。
Webアプリをベースに作っているので、高機能なグラフライブラリが無料で使えたり、
パソコンで動かすなど、機種を問わずに同じコードが動作することが大きな特徴です。
ブラウザを使うのでインストールも不要です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実際のご自身の環境で開発される場合は、
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leafony = new Leafony();

leafony.onStateChange( function (state) {
update( state );

})

e leafony.enableSleep();

e leafony.connect();
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このwebアプリはJavascriptで作成しています。
Leafony用のライブラリを用意したので、接続は6行のコードで行えます。
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// BluetoothT&EFE T 5T F Ak
sendLen = sprintf(sendData, "%04s,%04s,%04s¥n", temp, humid, light);

Web{Hl
JavaScriptZfmiE

function handleData( event) {
let data = event.target.value;
let decoder = new TextDecoder( 'utf-8');
data = decoder.decode( data );
/] ZITER S =T—3% &K~
console.log( data);

}
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はじめに説明したIoTシステム実現のカベのうち…

もちろん、全てを実現したサンプルも公開します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これまでに説明したサンプルコードをより省電力化するためのサンプルコードも公開予定です。

Beaconとの比較説明

Leafonyをバッテリーで○○年持つデバイスにしたい！
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まとめると
・
・
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https://trillion—node.org/example/webbluetooth/
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https://github.com/Leafony/WebBluetooth for Leafony app
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https://trillion-node.org/example/webbluetooth/
https://github.com/Leafony/WebBluetooth_for_Leafony_app
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